
　

早
い
も
の
で
令
和
6
年
4
月
28
日
区
民
総
会
に
お
い
て
区

長
と
し
て
の
任
を
覚
悟
し
て
、
一
年
が
た
ち
ま
し
た
。
あ
っ

と
い
う
間
の
一
年
生
区
長
で
し
た
が
、
何
と
か
役
目
を
果
た

す
事
が
で
き
ま
し
た
。
今
ま
で
白
尾
区
で
獅
子
舞
・
青
年
団

団
長
・
獅
子
舞
保
存
会
事
務
局
・
神
社
総
代
・
区
内
委
員
・

町
会
長
・
防
災
士
と
色
々
な
事
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
と
、

区
民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
の
お
陰
で
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

令
和
6
年
1
月
1
日
の
地
震
で
の
白
尾
区
の
被
害
状
況
は
、

住
吉
神
社
で
は
鳥
居
の
緩
み
、
境
内
の
側
溝
の
歪
み
、
恵
比

須
社
で
は
鳥
居
の
ひ
び
割
れ
、
玉
垣
の
ず
れ
、
五
福
館
に
お

い
て
は
屋
根
の
棟
瓦
の
崩
れ
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
両
神

社
の
鳥
居
の
修
繕
と
五
福
館
の
棟
瓦
の
積
み
直
し
は
完
了
し

て
い
ま
す
が
、
住
吉
神
社
側
溝
の
歪
み
、
恵
比
須
社
玉
垣
の

修
復
は
こ
れ
か
ら
の
工
事
に
な
り
ま
す
。　

　

令
和
6
年
度
は
住
吉
神
社
祭
礼
で
の
「
宵
宮
行
列
」
を
挙
行

す
る
年
で
し
た
。
8
年
間
出
来
な
か
っ
た
「
宵
宮
行
列
」
が
無

事
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
区
長
一
年
目
で
の
大
役
で
し
た

が
、
祭
礼
関
係
者
・
各
種
団
体
の
皆
様
・
区
民
の
皆
様
の
お
陰

で
盛
大
な
「
宵
宮
行
列
」
を
執
り
行
う
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

白
尾
区
に
は
色
々
な
難
題
・
課
題
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
又
、

人
口
も
増
え
続
け
、
人
口
が
３
，
7
０
０
人
を
超
え
、
世
帯

数
も
１
，
４
０
０
世
帯
以
上
と
、
か
ほ
く
市
内
で
一
番
大
き

な
地
区
と
な
り
、
区
民
を
ま
と
め
て
い
く
の
も
難
題
で
す
。

今
後
も
難
題
・
課
題
を
一
つ
一
つ
区
会
で
取
り
上
げ
検
討
・

協
議
し
、
今
よ
り
も
っ
と
住
み
良
い
、
楽
し
い
白
尾
区
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
区
民
の
皆
様
の
ご
協
力
の

程
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
年
を
振
り
返
り

白
尾
区
長
　
堂
　
茂
之
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1
月
の
地
震
で
、
緩
ん
だ
鳥
居
の
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。
恵
比

須
社
の
鳥
居
は
ヒ
ビ
が
入
り
ス
テ
ン
レ
ス
製
金
物
で
補
強
を
し
ま

し
た
。

　

か
ほ
く
市
春
季
一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
、
各
町
会
ご
と
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
月
の
地
震
で
崩
れ
た
棟
瓦
の
積
み
直
し

工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

区
民
総
会
を
開
催
し
、
令
和
５
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
、

令
和
6
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
計
画
案
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

中栄三叉路

開会式

地蔵公園交差点

競技風景

消防会館前

しらゆり町会

中栄町会

東新町町会

恵比寿町会

本町町会

日和ヶ丘町会

住
吉
神
社・恵
比
須
社
、鳥
居
修
繕
工
事

４
月
13
日（
土
）

か
ほ
く
市一斉
清
掃

5
月
5
日（
日
）

区
民
総
会

４
月
28
日（
日
）

五
福
館 

屋
根
の
修
繕

5
月
23
日（
木
）

　

児
童
・
生
徒
の
朝
の
通
学
時
、
交
通
安
全
・
あ
い
さ
つ
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

美
化
推
進
員
を
中
心
に
子
ど
も
会
、
女
性
会
等
各
種
団
体
の
ご
協
力
で
、
花
苗
植
え
、

水
や
り
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
訪
れ
た
方
の
心
安
ら
ぐ
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
ミ
ニ
ひ
ま
わ
り
と
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
植
え
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
か
ほ
く
市
制
を
機
に
、
白
尾
・
大
崎
・
内
日
角
の
三
公
民
館
の
交
流
促
進

を
図
る
目
的
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
白
尾
区
の
入
賞
は
次
の
通
り
で
す
。

•

団
体
の
部 

　
　
３
位　
白
尾
公
民
館

•

会
員
男
子
の
部

　
　
２
位　
木
本 

喜
久
男

　
　
３
位　
金
子 

光
廣

•

会
員
女
子
の
部

　
　
３
位　
髭 

恵
子

•

一
般
男
子
の
部

　
　
　
　
　
該
当
者
な
し

•

一
般
女
子
の
部

　
　
３
位　
岩
佐 

恵
子

　

区
役
員
と
美
化
推
進
員
が
作
業
に
取
り
組
み
、
景
観

の
保
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

白
尾
区
祭
礼
、
春
祭

り
前
に
白
尾
区
役
員
・

神
社
総
代
・
金
子
市
議
・

各
町
会
班
長
で
清
掃
を

実
施
し
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
運
動
月
間
　
午
前
７：15
～
７：45

６
月・9
月

毎
週
水
曜
日

鬼
ケ
山
公
園
花
壇
植
栽
活
動

６
月
９
日（
日
）

三
公
民
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

６
月
16
日（
日
）

鬼
ケ
山
公
園
除
草

6
月
30
日・8
月
25
日（
日
）住

吉
神
社・恵
比
須
社
清
掃

7
月
21
日・12
月
22
日・

3
月
16
日（
日
）

主 な 出 来 事令和
6年度 白尾区の
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祈願祭

巫女舞

獅子舞

神　輿道　行

子供会樽神輿獅子舞

子どもホラホイ行列

ホラホイ行列 神　輿 奴行列

　

住
吉
神
社
祭
礼
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
で
き
な
か
っ
た
宵
宮
行
列
が
8
年
越
し
に
行
わ
れ
、
盛
大
な
祭
礼
と
な
り
ま
し
た
。

祭
　
礼

宵
宮
行
列

　

参
加
者
の
話
や
表
情
か
ら
満
足
い
く
祭
礼

に
な
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
、
楽
し
い
慰
労
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

宝
く
じ
助
成
金
を
利
用
し
て
、
古
く
な
っ
た
獅
子
舞
の
蚊
帳
の
新
調

と
獅
子
頭
2
頭
の
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。

白
尾
区
祭
礼

７
月
27
日（
土
）～
29
日（
月
）

祭
礼
慰
労
会

８
月
10
日（
土
）

獅
子
頭
の
修
繕・蚊
帳
の
新
調

　

白
尾
の
祭
り
に
今
年
は
初
老
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
皆
で
神
輿
を
担

ぐ
こ
と
で
、
地
域
の
伝
統
と
文
化
に
触
れ
、
地
元
の
人
々
の
温
か
さ
や
結

束
を
実
感
し
ま
し
た
。
多
く
の
参
加
者
が
一
同
に
会
し
、
笑
顔
で
交
流
し

合
う
姿
は
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
特
に
八
年
ぶ
り
の
宵
宮
行
列
に
は
感

慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
通
じ
て
、
地
域
の
歴

史
や
文
化
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
、
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
も
強
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
心
温
ま
る
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
〇
二
四
年
七
月
二
七
日
、
白
尾
区
の
祭
礼
で
宵
宮
行
列
が
八
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
私
は
奴
行

列
の
音
頭
方
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。　

　

練
習
で
は
奴
・
音
頭
方
と
し
て
初
参
加
の
方
が
ほ
と
ん
ど
と
い
う
事
も
あ
り
、
皆
さ
ん
の
息
を
合

わ
す
の
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
何
と
か
行
列
当
日
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
宵
宮
行
列
当
日
は

沿
道
に
沢
山
の
方
が
見
に
来
て
お
り
、
多
少
の
緊
張
感
は
有
り
ま
し
た
が
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
す

る
事
が
出
来
、
楽
し
む
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
伝
統
の
宵
宮
行
列
を
守
り
続
け
て
行
く
為
に
、
皆
様
で
ご
支
援
し
て
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
支
え
て
下
さ
っ
た
祭
礼
関
係
者
・
沿
道
の
皆
様
有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

「
猪い
ね
し
ろ
か
い

子
白
会
」

濱
嶋 

卓
也
・
大
家 

将
樹
・
中
野 

真
至
・
油
野 

恭
平
・
北
畠 

翔

　

四
年
に
一
度
の
宵
宮
行
列
で
披
露
さ
れ
る
ホ
ラ
ホ
イ
行
列
は
、
漁
船
の
の
ぼ
り
旗
な
ど
で
飾
っ
た

竹
竿
を
掲
げ
て
練
り
歩
く
白
尾
区
の
伝
統
行
事
で
す
。
か
つ
て
北
海
道
ま
で
漁
に
出
て
い
た
頃
の
漁

師
の
心
意
気
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

白
尾
の
歴
史
と
も
い
え
る
ホ
ラ
ホ
イ
行
列
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、
白
尾
区
で
は
毎
年
「
子

供
ホ
ラ
ホ
イ
行
列
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

祭
り
を
通
じ
て
地
域
の
人
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

祭礼に参加して祭礼に参加して
ホ
ラ
ホ
イ
行
列
は
白
尾
の
宝�

ホ
ラ
ホ
イ
保
存
会　
中
村　
茂

伝�

統�
初
老
代
表　
濱
嶋　
卓
也

奴
行
列
に
参
加
し
て�

奴
行
列
音
頭
方　
田
丸　
智
也
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今
年
度
は
金
沢
大
学
准
教
授
青
木
賢
人
氏
を
迎
え
、
1
月

に
起
こ
っ
た
能
登
半
島
地
震
の
状
況
報
告
、
自
分
で
出
来
る

防
災
対
策
を
学
び
ま
し
た
。

　

絵
画
・
書
道
・
写
真
・
陶
芸
な
ど
の
作
品
展
示
や
、
し
ら
ゆ
り
こ
ど
も

園
児
な
ど
の
芸
能
発
表
、
さ
ら
に
は
模
擬
店
の
出
店
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

毎
年
8
月
14
日
に
戦
没
者
の
法
要
を
五
福
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。
戦
後
生
ま
れ
が
９

割
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
参
列
し
て
い
る
遺
族
の
皆
様
も
高
齢
化
で
段
々
と
少
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

小
濱
神
社
齋
藤
宮
司
に
よ
る
祝
詞
で

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
快
晴
の
天
候
の

中
、
海
の
安
全
と
今
後
の
豊
漁
な
ど
、

白
尾
区
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　

令
和
5
年
度
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
故
人
の
法
要
が
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
で
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
ご
協
力
の
も
と
白
尾
区
で
執
り

行
い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

区
民
の
交
流
を
深
め
る
為
、
６
町
会
対
抗
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

•

団
体
の
部 

１
位 

東
新
町
町
会

 

２
位 

し
ら
ゆ
り
町
会

 

３
位 

本
町
町
会

•

会
員
男
子
の
部 

１
位 

大
沢 

信
義

 

２
位 

田
中 

義
信

 

３
位 

岩
佐 

英
文

•
会
員
女
子
の
部 

１
位 

髭 

恵
子

 

２
位 

坂
野 

早
苗

 

３
位 

岩
佐 

ま
ち
子

•

一
般
男
子
の
部 

１
位 

水
口 

孝
義

 
２
位 

油
野 

博

 
３
位 

羽
咋 

和
一

•

一
般
女
子
の
部 
１
位 
岩
佐 

恵
子

 

２
位 
髭
本 

喜
代
子

 

３
位 
西
田 
ミ
サ
オ

　

毎
年
８
月
20
日
に
五
福
館
敷
地
内
に
あ
る
お
地

蔵
様
の
お
祭
り
を
、
白
尾
区
の
３
家
寺
で
行
っ
て
い

ま
す
。今
年
は
雙
樹
寺
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

お
地
蔵
さ
ま
と
は

　
お
地
蔵
さ
ま
は
正
式
に
は
地
蔵
菩
薩
と
い
い
、
悟
り
を
得
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
衆
生
（
し
ゅ
じ
ょ

う
と
は
、
仏
語
で
生
命
の
あ
る
も
の
す
べ
て
、
特
に
人
間
を
い
う
）
を
現
世
の
苦
し
み
か
ら
救
う
た
め

に
活
動
し
、
煩
悩
に
苦
し
む
人
々
を
救
う
た
め
に
六
道
を
め
ぐ
っ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
仏
の
代
わ
り
に
衆
生
を
救
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
六
道
と
は
人
が
死
後
に
生
ま
れ
変
わ
る
世

界
を
指
し
、
餓
鬼
・
畜
生
・
地
獄
・
人
道
・
修
羅
・
天
道
の
六
つ
の
世
界
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
苦
し
み
が
あ
り
、
お
地
蔵
さ
ま
は
そ
の
苦

し
み
を
人
の
代
わ
り
に
受
け
負
っ
て
い
ま
す
。

　
お
地
蔵
さ
ま
に
は
二
十
八
の
功
徳
と
七
つ
の
利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
人
々
の
苦
し
み
を

救
っ
た
り
、
子
供
を
守
っ
た
り
す
る
ご
利
益
が
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
無
病
息
災

や
交
通
安
全
・
五
穀
豊
穣
・
戦
勝
祈
願
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
ご
利
益
を
も
た
ら
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

白
尾
区
防
災
講
演
会

９
月
19
日（
木
）

白
尾
区
文
化
祭

10
月
20
日（
日
）

戦
没
者
追
悼
法
要

８
月
14
日（
水
）

恵
比
須
社
夏
祭
り

８
月
20
日（
火
）

物
故
者
法
要

8
月
31
日（
土
）

町
会
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

９
月
15
日（
日
）

地
蔵
祭
り

８
月
20
日（
火
）

団体１位 東新町町会

競技風景

作
品
展
示

模
擬
店

芸
能
発
表

しらゆりこども園

青空・白百合子ども会

素乃の会

コール・チャーミング
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昭
和
59
・
60
年
生
ま
れ
の
初
老
を
迎
え
る
方
々
の
厄
払
い
が
白
尾
住
吉
神
社
で
執
り

行
わ
れ
、
そ
の
後
小
濱
神
社
で
の
お
祓
い
に
向
か
い
ま
し
た
。

「
子
牛
会
」

油
野 

論
・
油
野 

智
一
・
岸 

宏
昭
・
坂
八 

晃
・
高
野 

佑
太
・
丹
羽 

雄
志
・
髭
本 

裕
平
・
別
宗 

優
一
・

南 

昌
宏
・
吉
田 

慧

　

白
尾
区
役
員
・
神
社
総
代
・
金
子
市
議
が
参
加

し
て
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
左
義
長
に
来
た
方
に
焼
き
芋
を
ふ
る
ま

い
ま
し
た
。

　

第
７
回
か
ほ
く
市

民
交
流
大
会
室
内
ペ

タ
ン
ク
大
会
に
、
一
部

（
男
子
）
に
卓
球
愛
好

会
、
三
部
（
小
学
生
）

に
青
空
子
ど
も
会
三

チ
ー
ム
、
白
百
合
子
ど

も
会
二
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。
今
回
、

子
ど
も
会
は
初
参
加

で
準
優
勝
し
ま
し
た
。

　

白
尾
公
民
館
・
白
尾
児
童
館
合
同
で
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

１
１
９
番
通
報
・
火
元
の
ド
ア
の
封
鎖
・
屋
外
へ
の
避
難
を
行
い
、
水
消
火
器
で
の

消
火
器
使
用
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。

　

白
尾
区
役
員
・
神

社
総
代
・
区
民
の
方
々

が
参
列
し
て
小
濱
神

社
齋
藤
宮
司
に
よ
る

祝
詞
で
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
自
主
避
難
と
安
否
確
認
を
重
点
に
実

施
し
ま
し
た
。公
民
館
で
は「
我
が
家
は
無
事
で
す
」

タ
オ
ル
の
説
明
や
避
難
所
と
な
る
公
民
館
に
到
着

し
た
際
の
手
順
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

公
民
館
に
避
難
し
た
区
民
１
８
４
名
、「
我
が

家
は
無
事
で
す
」

タ
オ
ル
掲
示
家

庭
４
６
６
軒
で

し
た
。

　

ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

作
品
出
品
者
名
の
誤
字
、
記
入
漏
れ
は
お
許
し
く
だ
さ
い
。

　

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
研
修
を
「
シ
ェ
・
ミ
ノ
ー

ル
」
で
行
い
ま
し
た
。
最
初
に
簡
単
な
テ
ー
ブ

ル
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て
い
た
の
で
す

が
、
パ
ン
を
直
接
口
で
「
パ
ク
リ
」
と
や
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
気
づ
い
た
参
加
者
か
ら「
手

で
ち
ぎ
っ
て
口
へ
」
と
教
え
て
い
た
だ
き
学
び
の

あ
っ
た
良
い
研
修
会
に
な
り
ま
し
た
。

初
老
厄
払
い「
子ね
う
し
か
い

牛
会
」初
詣

1
月
１
日（
水
）

左
義
長

１
月
12
日（
日
）

か
ほ
く
市
民
交
流
大
会
室
内
ペ
タ
ン
ク
大
会

１
月
19
日（
日
）

避
難
訓
練

2
月
17
日（
土
）

恵
比
須
社 

春
祭
り

3
月
20
日（
木
）

住
吉
神
社 

春
祭
り

3
月
26
日（
水
）

白
尾
区
防
災
訓
練

11
月
10
日（
日
）

役
員
研
修

11
月
17
日（
日
）

作
品
出
品
者 （
敬
称
略・順
不
同
）

令
和
7
年

三部（小学生）
準優勝 白百合子ども会 A チーム

恵比須社

住吉神社

競技風景

外
日
角
小
学
校
・
し
ら
ゆ
り
こ
ど
も
園
・
青
空
子
ど
も
会
・
白
百
合
子
ど
も
会
・
女
性
会
・
児
童
館
・

書
道
教
室
・
社
会
福
祉
法
人 

相
生
会
・
デ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ぎ
さ
の
家
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
た
か
ら

生
け
花

彫　
金

絵　
画

写　
真

陶　
芸

書　
道

手　
芸

油
野 

修
子
・
油
野 

澄
枝
・
油
野 

そ
と
え
・
網
江 
寛
子
・
大
家 

ゆ
き
恵
・

金
子 

あ
き
子
・
新
蔵 

め
ぐ
み
・
瀬
戸 

好
美
・
西
田 
ミ
サ
オ
・
濱
田 

洋
子
・

髭
本 

喜
代
子

矢
代 

克
彦

素
野 

隼
人
・
川
端 

章
子
・
松
野 
信
子

宮
崎 

剛
一
・
國
近 
正
男

金
子 
与
一
・
大
野 

元
義

田
丸 

峰
子
・
新
蔵 

邦
子
・
米
田 

美
津
子
・
大
野 

真
希

髭 

カ
ツ
子
・
奥
川 

恵
美
子
・
新
田 

は
る
子
・
板
井 

敦
子
・
國
近 

時
子
・

石
井 

ま
す
み
・
櫻
吉 

洋
子
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�

白
百
合
子
ど
も
会　
遠
田　
美
奈

　

白
百
合
子
ど
も
会
で
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
学
び
な
が
ら
活
動
で
き
る
よ
う
、
令
和
六

年
度
も
様
々
な
行
事
や
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

祭
礼
で
は
ホ
ラ
ホ
イ
行
列
、
神
輿
や
巫
女
を
経
験

し
、
鬼
ヶ
山
の
花
壇
の
水
や
り
や
ラ
ジ
オ
体
操
も
し

ま
し
た
。
球
技
大
会
で
は
三
位
入
賞
！
文
化
祭
で
は

ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
防
災
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
マ
ッ
プ

も
ポ
ス
タ
ー
も
賞
を
獲
得
！
子
ど
も
た
ち
が
力
を
合

わ
せ
て
成
長
し
て
い
く
姿
は
頼
も
し
い
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
温
か
い
目
に
見
守
ら
れ
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
が
す
く
す
く
と
育
つ
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

�

令
和
六
年
度
壮
年
団
長　
冨
澤　
司

　

今
年
度
、夏
の
祭
礼
に
合
わ
せ
四
年
に
一
度
行
わ
れ
る
「
宵
宮
行
列
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
前
回
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
も
あ
っ
た
事
か
ら

中
止
と
し
た
事
で
、
実
に
八
年
ぶ
り
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
漁

旗
等
を
持
っ
て
練
り
歩
く
「
ホ
ラ
ホ
イ
行
列
」
も
含
め
約
二
百
人
の
方

が
「
宵
宮
行
列
」
に
参
加
し
て
頂
き
大
変
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
日
ま
で
準
備
や
演
舞
の
指
導
を
し
て
頂
き
ま
し
た
壮
年
団
Ｏ
Ｂ
や
音

頭
方
の
皆
様
等
の
お
蔭
も
あ
り
、
無
事
に
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

当
日
は
沿
道
に
大
勢
の
見
物
人
の
方
達
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
こ
の
様

な
伝
統
行
事
を
契
機
と
し
て
住
民
融
和
や
白
尾
区
の
活
性
化
に
繋
が
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

�

青
空
子
ど
も
会　
多
田　
好
枝

　

青
空
子
ど
も
会
は
男
児
四
十
五
名
、
女
児
四
十
四
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
か
ほ
く
市
や
七
塚
支

部
で
の
活
動
は
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
や
リ
ー
ダ
ー
研
修
、
豆
ま
き
大
会
が
あ
り
ま
す
。
地
区
で
の
活

動
は
鬼
ヶ
山
公
園
の
植
花
、
祭
礼
で
の
子
供
神
輿
巡
行
、
文
化
祭
で
の
芸
能
発
表
・
作
品
展
示
で
す
。

子
ど
も
会
活
動
は
先
に
紹
介
し
た
活
動
の
他
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
や
六
年
生
を
送

る
会
、
新
一
年
生
を
迎
え
る
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
て
頂
き
な
が
ら
、
子
ど
も
達
が
大
き
く

な
っ
て
も
忘
れ
な
い
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�

白
尾
区
女
性
会
会
長　
網
江　
寛
子

　

令
和
六
年
度
の
白
尾
区
女
性
会
活
動
の
目
標
は
、「
楽
し
く
学
ぶ
」

「
元
気
よ
く
活
動
」「
明
る
く
笑
顔
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
皆
の

絆
を
つ
な
げ
よ
う
」
で
し
た
。
年
始
め
か
ら
地
震
に
よ
り
大
変
な
状

況
で
し
た
が
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
元
気
パ
ワ
ー
の
お
か
げ
で
楽
し
く

活
動
が
出
来
ま
し
た
。
と
く
に
白
尾
区
文
化
祭
に
お
い
て
は
、
女
性

会
会
員
は
勿
論
、
各
種
団
体
、
そ
の
他
沢
山
の
方
々
の
協
力
の
お
か

げ
で
盛
大
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
令
和
七
年
度
の
白
尾
区
文
化
祭

も
楽
し
く
、
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

�
「
か
ほ
く
猫
の
会
」　
浜
本　
清
美

　

六
年
前
か
ら
個
人
的
に
野
良
猫
保
護
活
動
を
始
め
、
令
和

四
年
五
月
に
有
志
で
「
か
ほ
く
猫
の
会
」
を
設
立
し
、
現
在

二
十
五
名
の
仲
間
と
仕
事
の
合
間
に
保
護
し
た
猫
の
世
話
を

し
て
い
ま
す
。

　

か
ほ
く
市
で
は
、
令
和
五
年
か
ら
野
良
猫
の
不
妊
手
術
助

成
制
度
が
出
来
、
保
護
し
た
猫
に
不
妊
手
術
を
施
し
て
い
ま

す
。
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
残
酷
で
は
あ
り
ま
す
が
、
不
幸

な
猫
を
増
や
さ
な
い
為
の
最
も
有
効
な
手
段
で
す
。
又
、
保

護
し
た
猫
の
里
親
探
し
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

野
良
猫
で
お
困
り
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
人
も
猫
も

地
域
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
様
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

今
年
度
新
た
に
通
信
カ

ラ
オ
ケ
を
導
入
し
て
、
五
福

館
で
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
白
尾
区
民
の

方
は
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
体
の
健
康
、
ス

ト
レ
ス
解
消
、
交
流
の
促

進
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

五
福
館
内
清
掃
及
び
周
囲
除

草
、
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
総
出
で

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

�

老
人
ク
ラ
ブ　
坂
野　
典
子

　

小
雨
の
中
、
総
勢
五
十
六
名
、

バ
ス
二
台
で
出
発
し
ま
し
た
。

最
初
の
「
宇
津
江
四
十
八
滝
」

で
は
、
小
雨
も
上
が
り
滝
め
ぐ

り
す
る
人
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で

お
茶
す
る
人
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し

み
、
そ
の
後
、
飛
騨
古
川
の
街

に
入
り
今
回
の
目
玉
の
老
舗
料

理
店
「
山
腰
楼
」
で
の
飛
騨
牛

の
す
き
焼
き
会
食
に
舌
鼓
を
打

ち
、
お
い
し
い
牛
肉
に
感
激
し

満
腹
に
な
り
ま
し
た
。

　

古
川
は
趣
の
あ
る
街
で
、
特

に
た
く
さ
ん
の
鯉
が
泳
ぐ
「
瀬

戸
川
」
と
「
白
壁
土
蔵
街
」
が

印
象
に
残
り
、
地
区
の
人
達
と

の
交
遊

も
で
き

楽
し
い

一
日
で

し
た
。

宵
宮
行
列
に
つ
い
て

宵
宮
行
列
に
つ
い
て

青
空
子
ど
も
会
っ
て
何
を
し
て
る
？

青
空
子
ど
も
会
っ
て
何
を
し
て
る
？

白
尾
区
女
性
会
活
動
に
て

白
尾
区
女
性
会
活
動
に
て

ネ
コ
も
人
も
平
和
な
地
域
に

ネ
コ
も
人
も
平
和
な
地
域
に

毎
週
土
曜
日
午
後
１
：
00
～
４
：
00

5
月
12
日（
日
）��

11
月
11
日（
金
）

1
月
26
日（
日
）

10
月
8
日（
火
）

老
人
ク
ラ
ブ

老
人
ク
ラ
ブ

五
福
館
草
刈
り

五
福
館
草
刈
り

壮
年
団

青
空
子
ど
も
会

地
域
で
育
つ
子
ど
も
た
ち

地
域
で
育
つ
子
ど
も
た
ち

白
百
合
子
ど
も
会

女
性
会

か
ほ
く
猫
の
会

カ
ラ
オ
ケ
の
日

老
人
ク
ラ
ブ

飛
騨
路
への
旅

飛
騨
路
への
旅

　

新
年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
者
１
３
０
名
。
舞
踊
・
マ
ジ
ッ

ク
・
歌
謡
シ
ョ
ー
・
カ
ラ
オ
ケ

発
表
・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
等
、
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

新
年
会
新
年
会

「
か
ほ
く
猫
の
会
」

連
絡
先

か
ほ
く
市
高
松
ル
一-

十
四

０
９
０-

７
４
０
４-

４
５
９
８

　

毎
週
木
曜

日
午
後
１
：

30
よ
り
五
福

館
で
健
康
と

体
力
作
り
の

為
、
百
歳
体

操
を
行
っ
て

い
ま
す
。

百
歳
体
操

百
歳
体
操

子供ホラホイ

巫女舞練習

少年消防クラブ

子供神輿

巫女ペタンク ドッジボール

各
種
団
体
活
動
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白尾区

自
主
防
災
だ
よ
り

　

去
る
11
月
10
日
（
日
）
に
白
尾
区
の
防

災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
今
期
は
安
否
確

認
に
主
眼
を
置
き『
我
が
家
は
無
事
で
す
』

の
黄
色
い
タ
オ
ル
を
作
成
し
戸
建
家
庭
に

全
戸
配
布
し
ま
し
た
。
当
日
の
朝
玄
関
前

に
周
り
か
ら
見
え
る
よ
う
に
掲
げ
て
か
ら

公
民
館
へ
避
難
と
い
う
訓
練
で
し
た
。
今

後
こ
の
タ
オ
ル
は
区
民
の
皆
さ
ん
の
災
害

時
の
安
否
確
認
に
使
用
し
て
い
き
ま
す
。

自
宅
避
難
の
家
庭
や
避
難
所
に
行
く
場
合

は
必
ず
掲
げ
ま
し
ょ
う
。
又
、
家
族
の
安

否
確
認
は
出
来
る
だ
け
そ
の
家
庭
で
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

青
空
子
ど
も
会
、
白
百
合
子
ど
も
会
は
地
域
を

歩
い
て
調
査
し
、
危
険
ヶ
所
や
、
災
害
時
に
役
立

つ
情
報
を

書
き
出
し
、

マ
ッ
プ
に
仕

上
げ
ま
し

た
。
そ
の
充

実
し
た
内
容

で
、
か
ほ
く

市
子
ど
も
会

七
塚
支
部
よ

り
下
記
の
賞

を
受
賞
し
ま

し
た
。

※�

災
害
時
「
在
宅
（
自
宅
）
避
難
」
さ

れ
る
方
は
特
に
備
蓄
品
の
備
え
を
‼

個
人
で
備
え
る
防
災

個
人
で
備
え
る
防
災

互
近
所
力
！

互
近
所
力
！

ペッ
ト
の
同
行
避
難

ペッ
ト
の
同
行
避
難

防
災
倉
庫
の
設
置

防
災
倉
庫
の
設
置

　

原
則
、
避
難
す
る
時
は
ペ
ッ
ト
と
一

緒
で
す
。
た
だ
、
飼
い
主
と
ペ
ッ
ト
が

同
室
で
過
ご
せ
る
か
は
、
避
難
所
の
状

況
に
も
よ
り
ま
す
。
そ
の
つ
ど
確
認
し

て
下
さ
い
。

災
害
に
役
立
つ
し
つ
け

・ 

日
頃
か
ら
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
や
ケ
ー
ジ
に

慣
ら
し
て
お
く

・ 

他
の
人
や
動
物
と
の
接
触
に
な
ら
し
て 

お
く

・ 

不
必
要
に
吠
え
な
い
よ
う
に
し
て
お
く

　

被
災
地
で
消
防
や
自
衛
隊
が
来
る
ま

で
の
間
、
倒
壊
し
た
建
物
か
ら
人
を
救

出
し
た
の
は
近
所
の
住
民
の
方
々
で
す
。

「
お
互
い
様
」
の
良
い
関
係
を
築
い
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

食　
　
料

・�

消
費
し
な
が
ら
買
い
足
す
ロ
ー
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
ク

・�

時
々
食
し
て
味
や
作
り
方
に
慣
れ
て

お
く

水
・�

家
族
人
数
分
の
確
保
を

・�

断
水
時
に
井
戸
水
が
あ
る
人
と
予
め

約
束
を
し
て
お
く

断
水
時
の
ト
イ
レ

　

昨
年
度
白
尾
区
で
防
災
倉
庫
を
購
入

し
公
民
館
の
体
育
館
裏
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
災
害
時
に
使
用
す
る
工
具
な
ど

資
機
材
を
収
納
し
て
い
ま
す
。

�

防
災
士　
新
蔵　
め
ぐ
み

　

9
月
19
日
（
木
）
金
沢
大
学
准
教
授

の
青
木
賢
人
先
生
を
お
招
き
し
て
、
白

尾
区
防
災
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

私
も
白
尾
区
防
災
士
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。
能
登
半
島
地
震
後
の
能
登
の
現

状
や
、
ま
た
現
地
調
査
さ
れ
た
と
き
に

み
え
た
問
題
点
な
ど
を
踏
ま
え
、「
自
宅

の
耐
震
診
断
」
を
行
う
こ
と
や
「
地
震

保
険
」
に
つ
い
て
見
直
す
こ
と
の
大
切

さ
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
講
演
会
や
防
災

訓
練
を
通
し
て
区
民
の
皆
さ
ん
に
防
災
に

つ
い
て
意
識
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
活
動
し
、
ま
た
災
害
時
に
慌
て
る
こ
と

な
く
安
全
に
誘
導
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

青空子ども会　最優秀賞 白百合子ども会　優秀賞

「
無む

財ざ
い

の
七し

ち

施せ

」

※
お
金
が
な
く
て
も
出
来
る

　

七
つ
の
施
し

①
眼が

ん
施せ

　
や
さ
し
い
ま
な
ざ
し

②
和わ

顔が
ん
施せ

　
に
こ
や
か
な
顔

③
言ご

ん
辞じ

施せ

　
優
し
い
言
葉

④
身し

ん
施せ

　
自
分
の
体
で
出
来
る
奉
仕

⑤
心し

ん
施せ

　
他
の
人
に
も
こ
こ
ろ
を
く
ば
る

⑥
床し
ょ
う

座ざ

施せ

　「
ど
う
ぞ
」
と
席
を
ゆ
ず
る

⑦
房ぼ

う
舎じ
ゃ
施せ

　
休
息
の
場
を
提
供
す
る

・
簡
易
ト
イ
レ
を
備
え
る

・
平
時
に
使
っ
て
練
習
し
て
お
く

・ 

自
宅
ト
イ
レ
の
取
扱
説
明
書
「
停

電
断
水
し
た
時
の
排
水
方
法
」
を

読
ん
で
お
く

★�

出
来
る
事
を
ひ
と
つ
で
も
心
が
け
て

行
き
ま
し
ょ
う

自
助

共
助

子
ど
も
会
防
災
マ
ッ
プ
作
り

子
ど
も
会
防
災
マ
ッ
プ
作
り

��

ふ
だ
ん
か
ら
備
え
を
！

ふ
だ
ん
か
ら
備
え
を
！

安
否
確
認
タ
オ
ル

安
否
確
認
タ
オ
ル

防災訓練風景
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令
和
6
年
度�

白
尾
区
役
員

令
和
6
年
度�

白
尾
地
区
自
主
防
災
会

令
和
6
年
度�

か
ほ
く
市
公
職
者
名
簿

令
和
6
年
度�

各
種
団
体
役
員
名
簿

（
注
）
＊
印
は
「
防
災
士
」
資
格
取
得
者
で
す
。

会　
長

副
会
長

幹
事

（
17
名
）

防
災
委
員

（
20
名
）

事
務
局

監
査
役

堂 

茂
之
（
区
長
）
＊

油
野 

幸
男
（
副
区
長
）

金
子 

猛
（
市
議
会
議
員
）
＊

大
家 

慎
二
（
恵
比
寿
町
会
長
）

大
家 

喜
樹
（
本
町
町
会
長
）

板
井 

覚
（
中
栄
町
会
長
）

岩
佐 

寛
（
東
新
町
町
会
長
）

東 

進
（
し
ら
ゆ
り
町
会
長
）

髭 

亮
平
（
日
和
ケ
丘
町
会
長
）
＊

板
井 

豊
（
公
民
館
長
）

冨
澤 

司
（
壮
年
団
団
長
）

網
江 

寛
子
（
女
性
会
会
長
）
＊

大
野 

進
（
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
）

濱
田 

茂
義
（
消
防
第
二
分
団
分
団
長
）

浜
本 

博
範
（
防
犯
委
員
班
長
）

藤
田 

安
雄
（
交
通
推
進
隊
委
員
班
長
）

新
蔵 

良
一
（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

髭 

亮
平
＊

上
村 

裕
美
子
（
防
災
委
員
）
＊

髭 

亮
平
＊ 

田
丸 

勉
＊

油
野 

そ
と
え
＊ 

南 

松
代
＊

金
子 

誠
吾
＊ 

油
野 

哲
也
＊

高
松 

恵
津
子
＊ 

上
村 

裕
美
子
＊

吉
田 

竜
二
＊ 

新
田 

秀
幸
＊

中
谷 

良
子
＊ 

藤
田 

す
み
子
＊

南 

由
子
＊ 

網
江 

寛
子
＊

松
村 

千
恵
＊ 

田
丸 

雅
也
＊

中
村 

茂
＊ 

鈴
木 

之
雄
＊

中
村 

雅
彦
＊ 

新
蔵 

め
ぐ
み
＊

南 

松
代
＊

白
尾
区
会
計
監
査
委
員

市
議
会
議
員

消
防
団
員 

分
団
長

 

副
分
団
長

 

部　
長

 

班　
長

 

団　
員

防
犯
委
員

交
通
推
進
隊

民
生
委
員
児
童
委
員

農
業
委
員
会
委
員

保
護
司

人
権
擁
護
委
員

公
平
委
員

選
挙
管
理
委
員

（
補
充
員
）

少
年
愛
護
委
員

外
日
角
小
学
校
安
全
委
員

(

み
ま
も
り
隊)

金
子 

猛

濱
田 

茂
義

森 

瀧
雄

中
野 

忍

坂
野 

智
一

能
村 

忠
由

志
築 

靖
夫

新
田 

隆 

吉
田 

直
之

門
前 

護 

新
田 

誠

井
口 

伸
吾 

小
路 

浩
実

米
田 

大
佑 

油
野 

天
宏

北
畠 

翔 

浜
本 

博
範 

油
野 

和
成

濱
島 

英
男 

冨
澤 

央

濱
本 

龍
文 

松
村 

浩

永
尾 

敏
昭

藤
田 

安
雄 

油
野 

武
彦

中
谷 

良
子 

松
村 

克
也

越 

豊
和 

油
野 

哲
也

新
蔵 

良
一 

野
川 

徹

冨
澤 

檀 

大
家 

時
子

岩
佐 

ま
ち
子 

上
村 

裕
美
子

鈴
木 

之
雄

大
野 

信
子(

主
任
児
童
委
員)

油
野 

茂
樹

藤
田 

す
み
子

坂
野 

俊
紀

油
野 

そ
と
え

川
崎 

健
二

大
野 

信
子 

金
子 

政
義

七
野 

奈
美
喜 

吉
田 

新
介

大
野 

真
希 

松
平 

め
ぐ
み

堂 

茂
之 

油
野 

幸
男

大
家 

慎
二 

板
井 

覚

髭 

亮
平 

大
家 

喜
樹

岩
佐 

寛 

東 

進

南 

松
代

区
長

副
区
長

会
計
・
事
務

町
会
長

区
内
委
員

区
議
会

会
計
監
査
委
員

神
社
役
員

 

堂 

茂
之

 

油
野 

幸
男

 

南 

松
代

恵
比
寿
町
会 

大
家 

慎
二

本
町
町
会 

大
家 

喜
樹

中
栄
町
会 

板
井 

覚

東
新
町
町
会 

岩
佐 

寛

し
ら
ゆ
り
町
会 

東 

進

日
和
ケ
丘
町
会 

髭 

亮
平

恵
比
寿
町
会 
新
江 

克
之

 
田
上 

政
樹

本
町
町
会 
田
丸 
睦
夫

 

髭 
英
一

中
栄
町
会 

油
野 

そ
と
え

 

南 

郁
夫

東
新
町
町
会 

折
田 

悟
士

 

塚
田 

勝
士

し
ら
ゆ
り
町
会 

塩
崎 

正
幸

 

南 

潤
弥

日
和
ケ
丘
町
会 

喜
多 

俊
文

 

吉
田 

竜
二

議
長 

新
江 

克
之

副
議
長 

油
野 

そ
と
え

総
務
祭
礼
委
員
会
委
員
長 

田
丸 

睦
夫

総
務
祭
礼
委
員
会
委
員 

新
江 

克
之

 

南 

郁
夫

 

塚
田 

勝
士

 

塩
崎 

正
幸

 

喜
多 

俊
文

環
境
整
備
委
員
会
委
員
長 

油
野 

そ
と
え

環
境
整
備
委
員
会
委
員 

田
上 

政
樹

 

髭 

英
一

 

折
田 

悟
士

 

南 

潤
弥

 

吉
田 

竜
二

外
部
委
員 

油
野 

岳
彦

内
部
委
員 

髭 

英
一

 

塚
田 

勝
士

責
任
役
員 

堂 

茂
之

神
社
総
代 

大
野 

進

 

金
子 

健
吾

神
社
世
話
役 

油
野 

岳
彦

白
尾
公
民
館

壮
年
団

女
性
会

青
空
子
ど
も
会

育
成
委
員

白
百
合
子
ど
も
会

育
成
委
員

老
人
ク
ラ
ブ

館　
長 

板
井 

豊

事　
務 

南 

松
代

団　
長 

冨
澤 

司

副
団
長 

油
野 

七
邦

 

井
口 

伸
吾

理
事
長 

新
田 

一
雄

事
務
局
長 

黒
田 

晃
一

会　
計 

加
藤 

慧

会　
長 

網
江 

寛
子

副
会
長 

酒
本 

未
来

庶　
務 

西
村 

菜
月

会　
計 

網
江 

智
里

消
防
ク
ラ
ブ 

髭　
明
美

 

小
路 

夕
希

 

森 

由
香

自
主
防
災
会 

網
江 

寛
子

会　
長 

多
田 

真
郭
飛
呂

副
会
長 

米
谷 

友
希

書　
記 

吉
本 

丈
太
郎

会　
計 

連 

謙
心

委
員
長 

多
田 

好
枝

副
委
員
長 

米
谷 

和
美

書　
記 

吉
本 

真
紀

会　
計 

連 

秀
馬　

会　
長 
遠
田 

こ
こ
ろ

副
会
長 
佐
藤 

悠
生

書　
記 
岡
本 
琉
嵩

会　
計 

南 
織
陽
人

委
員
長 

遠
田 
美
奈

副
委
員
長 

佐
藤 

雪
乃

書　
記 

岡
本 

侑
貴

会　
計 

南 

汐
里

会　
長 

大
野 

進

副
会
長 

丹
羽 

厚
志

 

金
子 

康
司

 

油
野 

茂
樹

 

冨
澤 

進

 

宮
越 

恵
子

会
計
理
事 

新
江 

健
吾

書
記
理
事 

坂
野 

俊
紀

月　度 行　事

４月 令和 5 年度通期会計監査（11）
第 11 回執行部会・区内合同委員会〈決算〉（18）
令和 6 年度区民総会（27）

５月 第 1 回公民館運営審議会（6）
第 1 回総務祭礼委員会（9）
第 20 回三公民館交流 G・G 大会打合せ（9）
第 1 回区執行部会・区内合同委員会（10）
老人クラブ五福館草刈り（12）
第 1 回区報編集委員会（13）
第 1 回防災士会（16）
第 1 回区祭礼委員会　（17）
市春季地区一斉清掃（19）
第 1 回環境整備委員会（23）
第 1 回自主防災会役員会（24）

６月 第 1 回区執行部会（2）
あいさつ運動月間（6 ～ 26）
第 2 回執行部会・区内合同委員会（7）
鬼ケ山公園花壇植栽活動（9）
第 2 回区報編集委員会（10）
第 2 回防災士会（13）
第 1 回祭礼実行委員会（14）
第 20 回三公民館 G・G 大会（16）
第 2 回環境整備委員会（21）
鬼ヶ山公園草刈り（30）

７月 市海浜一斉清掃（2）
小濱神社例大祭（18）
神社清掃（21）
第 3 回執行部会・区内合同委員会（21）
かほく市サマ―フェスタ（27 ～ 28）
白尾区祭礼 （27 ～ 29）
祭礼後片付け・花開き（30）

８月 第 3 回区報編集委員会（5）
祭礼慰労会（10）
戦没者追悼法要（14）
地蔵祭り、恵比須社夏祭り（20）
第 2 回公民館運営審議会（22）
会計監査（4 月～ 7 月）（23）
鬼ヶ山公園草刈り（25）
物故者法要（31）

月　度 行　事

９月 あいさつ運動月間（4 ～ 25）
第 4 回執行部会議・区内合同委員会（6）
第 4 回区報編集委員会（9）
第 3 回防災士会（10）
町会対抗区民 G・G 大会（15）
防災講演会（19）
第 3 回環境整備委員会（29）

10 月 第 5 回執行部会議・区内合同委員会（4）
第 4 回防災士会（6）
第 5 回区報編集委員会（7）
第 5 回防災士会（10）
市秋季地区一斉清掃（20）
文化祭（20）
第 2 回自主防災会役員会（24）
市生涯学習フェステバル（26 ～ 27）

11 月 自主防災訓練（10）
第 4 回環境整備委員会（14）
役員研修（シェ・ミノール）（17）
第 6 回執行部会議・区内合同委員会（22）
小濱神社新嘗祭・大麻頒布（23）
除雪委託業者打合せ会（27）

12 月 第 6 回区報編集委員会（9）
会計監査（8 月～ 11 月）（13）
年末神社清掃（22）
年末防犯パトロール（中旬～下旬）
初老厄払い祈願（31）

１月 住吉神社初詣（1 ～ 3）
左義長（12）
市民交流大会 室内ペタンク大会（19）
第 7 回区報編集委員会（20）

２月 第 8 回区報編集委員会（16）
戸数割委員会（21）

３月 第 2 回区執行部会（7）
第 3 回区執行部会（14）
第 7 回執行部会・区内合同委員会（19）
神社清掃（16）
恵比須社春祭り（20）
住吉神社春祭り（26）
第 3 回自主防災会役員会（28）

令和６年度　主な事業報告　　　

白尾区　年間主な事業報告

※ 執行部会・区内合同委員会は必要な時に行います。
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従
来
「
区
報
し
ろ
お
」
の
発
刊
は
10
月

１
日
で
し
た
が
、
今
回
か
ら
会
計
年
度
（
４

月
～
翌
年
３
月
）
に
合
わ
せ
て
１
年
間
の

記
録
と
し
て
、
取
り
ま
と
め
６
月
の
発
刊

と
し
ま
し
た
。

　

編
集
委
員
一
同
こ
れ
か
ら
も
、
区
民
の

方
々
に
親
し
ま
れ
る
紙
面
作
り
に
努
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
委
員

委
員
長
　
堂 

茂
之

委
　
員
　
油
野 

幸
男
　
板
井 

豊

　
　
　
　
大
家 

慎
二
　
油
野 

そ
と
え

　
　
　
　
野
川 

徹

令和 7 年 5 月末現在
（あかしあ荘含む）

男性 1,864 人（＋ 36）
女性 1,892 人（＋ 61）
合計 3,756 人（＋ 97）
世帯数 1,525 世帯（＋ 48）

 ※（　）内数は
　 昨年同期比較
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住吉神社の古い写真
東進さん宅から住吉神社の古い写真が出てきました。かほく市市史編さん室の金沢工業大学、山崎先生に調べていただいたところ、
明治以降であることは確実ですが、年代を絞り込める根拠がない、新築で、上棟式を行った際の記念写真と思われるとのことでした。

この写真の中に見覚えのある人はいませんか。　公民館までご一報ください。☎︎ 076-283-2216
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